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ＳＤＧｓ及びＳＤＧｓ＋ｂｅｙｏｎｄ関連調査業務



§1：調査の目的



調査の目的
4

◼ 及び の視点を踏まえた大阪・関西万博の取り組みに関連して国

内外の企業や学術機関がどのような研究・開発を行っているか現状を把握する。

◼ その現状を踏まえ、大阪・関西万博における 及び の表現方法及

び国連との連携の仕方に関する方向性の提示を目指す。

本調査実施にあたっての目的は、以下の2点である。



§2：調査手法







§3：国内外の企業・学術機関の研究・開発事業に係るロングリスト調査





















































§4：有識者ヒアリング調査



調査概要 35

１：沖 大幹 東京大学国際高等研究所サステナビリティ学連携研究機構教授/国際連合大学上級副学長

2：Lee W Howell ジュネーブ大学教授／元世界経済フォーラム（WEF) マネージングディレクター

3：Dena Assaf United Nations Resident Coordinator for the UAE @UN_UAE and Deputy Commissioner General for the UN @Expo2020Dubai

4：後藤 敏彦 特定非営利活動法人（NPO法人）サステナビリティ日本フォーラム代表理事

国内外の有識者が保有する、国連および主要国際機関におけるSDGsへの取組みに関する知識を大阪・関西

万博の内容企画に役立てるため、ヒアリングを実施した。

国際機関以外にも重点分野に知見のある有識者をヒアリング対象とし、SDGs＋beyondについも尋ねた。

⚫ SDGs／サステナビリティに係る重要な動向（特に国連において）

⚫ ドバイ万博における特筆すべき取り組み

⚫ ドバイ万博を経て、大阪万博に求められていること

⚫ 大阪万博を通じて日本から発信すべきこと

⚫ 大阪万博への参画を期待したい日本の企業・組織

※その他、それぞれの専門領域における個別の内容を含む

調査の視点

インタビュー対象
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実施日 2022年2月18日（金）
方法 オンライン

SDGs／サステナビリティに係る重要な動向

➢ 日本だとSDGsは環境保全のことだと思っている人が多いが、環境は持続可能な未来の一要

素であり、社会・経済における公正さが欠かせない。私は、最大の問題は格差だと考えて

いる。ワクチン接種をめぐる対立が象徴的だが、プレッシャーが生じると社会格差が表面

化しやすくなっている。ダボス会議が出しているグローバルリスクレポートの最新版は、

「世界の連帯感が失われつつある」ことを最大の問題だとしている。

➢ 国連は世界の平和のためにあると私は考えるが、サイバー空間における平和については、

グテレス事務局長はかなり気にしており、今後強く打ち出されるのではないか。サイバー

空間は、成り立ちからしてやや無法地帯に近いところがある。

➢ 金融・保険業界がダイベストメントや脱炭素投資へシフトしていたことが、COP26があれ

ほど盛り上がった背景だろう。米大統領が気候変動対策に積極的なバイデン氏に代わった

のも大きかったのではないか。欧州は、規制によりビジネスが生まれることを理解し、

ルールメーキングによって自分達のビジネスを成り立たせている。そうした大人の話を理

解していればよいが、そうでない若者は気の毒だ。

➢ 若者は将来が長いので不安は大きい。一方、年長者は大丈夫だろうとつい思ってしまう。

心情的な分断もCOP26によって大きくなったかもしれない。

➢ 気候変動について、普通の人は、自分にできることは特にないと感じるだろう。抜本的に

社会経済のあり方を変えないといけない。個人ができるのは、昔は省エネ、今はベジタリ

アンになることか。農業と食料供給で3分の1のCO2を出しており、「そこか！」となる。

コロナ禍が表出化させた課題

➢ コロナ禍で対面のコミュニケーションの重要さがあらためて確認されたのではないか。実

際に集まり、時間を共に過ごすことによって生まれることの豊かさを私達は再認識した。

オンライン会議では雑談をしない方向に行くが、そのことによって効率は上がっている。

しかし、目的とした情報しか得られない。次のネタになるような刺激がなくなっている。

大阪・関西万博のテーマ・コンセプトについて

➢ 日本が誇ることといえば、やはり治安がいいことだろう。世界に向けて伝えるグッドプラ

クティスとして、「清潔で安全な社会」が伝わるとよいのではないか。日本だからできる、

ではなく、どうやったらできるのかを、単にテクノロジーの話ではない内容で伝えていく

ことができればと思う。日本が客観的に誇れるのは安全と長寿だと思う。

➢ ロボットのある万博はどうか。「先端」が日本のイメージなので、ロボットがすべて仕切

り、センサで予約や誘導もされ、 「こんなストレスのない万博に来たのは初めて」との評

価を万博が好きな人から得ることを目指す。機械と一体化した未来の社会の姿を描き、

「10年後にわが町もこうなるんだ」と思えるものを見せるのは、万博のあり方ではないか。

➢ 映画や動画でも見られるデジタル的なものではなく、実際に見て触れられることが大事だ。

SDGsへの日本の取り組みについて

➢ 日本のSDGsの進捗はあったか、は難しいところ。SDSN（Sustainable Development Solutions 

Network）が出しているレポートでは、相変わらずだ、と評価されているようだ。日本政

府も、さしさわりのないところでは、環境ではなく社会的な公正性にも取り組んでいるが、

予算がコロナに取られていて身動きが取れない印象もある。

➢ 日本政府が上手にやったのは、地方創生や女性活躍のような、自らが最初からやりたかっ

たテーマを、SDGsを使って取り組んだことだ。

➢ 日本の企業は、アンテナが高い会社は以前から自社の取り組みにSDGsを取り込んでおり、

そうでない会社も、今は言及するようになっている。

➢ SDGsは、良くも悪くも流行語大賞に入ってしまった。2025年には「まだ言っている

の？」となりかねない。

SDGs+beyondについて

➢ 私の領域では、「+beyond」の話は聞いたことがない。なお、SDGsについては「アジェン

ダ2030」という言い方をすることが多い。

➢ 「+beyond」という言葉は、何のために使うのか。「プラスアルファ」の意なのか、「そ

ろそろ新しいものを考えよう」という意図なのか。経験的には、SDGsの18番目の目標を考

えると、いいワークショップができる。

➢ 定義してしまわないほうがいいかもしれない。NGOを含むさまざまな主体が、ルールに従

うのではなく、自ら作ってコミットすること、それを「+beyond」と呼ぶのはどうか。

➢ 次を議論するのは、2030年までまだ9年もあるので、まだ少し早い。本部はロードマップ

が崩れるので嫌がるだろうが、各国政府からの働きかけはあってよい。ただ、2025年を過

ぎないと、そういう話にはなりにくいだろう。

SDGsの進捗評価について

➢ シングルイシューではないということを念頭に置く必要がある。気候変動の話をすると、

誰もがカーボンニュートラルのことばかりを考える。しかし、コロナ禍からの回復もグ

リーンリカバリーであるべきだと言われており、気候変動への対応の一環として公正な移

行（just transition）という言葉もある。SDGsには環境、経済、社会の持続可能な3側面が

なければならない。

➢ 経済発展におけるビジネスの役割は大事だ。ビジネスと環境はかつて対立していたが、そ

うではない、というものがベストプラクティスになるべき。

➢ 「人」「人生」「よりよい生き方」といった視点も重視されてよい。ここに暮らす人たち

が、生まれてきてよかった、生きている甲斐がある、自分の人生には価値がある、自分の

能力が最大に行かされている、と思える、自己尊重感が持てる場や機会を提供することが

大事だと思う。
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実施日 2022年2月10日（木）
方法 オンライン（英語） ※記録は和訳版

SDGs／サステナビリティに係る重要な動向

➢ 2021年までの進捗報告※では、多くの目標をめぐる状況が難しくなっていることが明らか

になった。状況が改善しているのは、エネルギーへのアクセスやジェンダーに関連する一

部の目標に限られている。

➢ SDGsは、地方政府、大学、企業といった主体の参画も得ている。国の政府は常に遅れ気味

になるため、2025年に向けたコンテクストとして、ボトムアップの動きは重要になる。

➢ 国家間関係においては、競争よりも協力を、というのが重要な方向性だ。核融合に関する

基礎研究が協力的に進められている等、好ましい動きもある。

➢ 世界の分断化（fragmentation）が進んできており、コロナ禍もそれを促している。

➢ コロナ禍は、SDGsにとって障壁であるとともに加速要因（アクセラレータ）でもある。コ

ロナ禍への対応のための投資は、SDGs推進のための投資として使うことも理論的には可能。

➢ 2025年には、コロナ禍よりも地球環境のほうが重要なテーマになっているだろう。気候、

生物多様性、食料といった課題をめぐるシステム的な変化（systems change）が必要にな

る。「違う未来」を見せることができるかがポイントになる。

➢ 石炭の使用停止を含め、私達がいかにエネルギーミックスを変えていくかが問われている。

➢ 一人ひとりのカーボンフットプリントを測れるようにすることは大事だろう。今は私自身

も旅行時にフットプリントを確かめる程度だが、各人のライフスタイルにおいてどのよう

なファッションや移動手段を選ぶかにも関わるところだ。

※The Sustainable Development Goals Report 2021

https://unstats.un.org/sdgs/report/2021/The-Sustainable-Development-Goals-Report-2021.pdf

大阪・関西万博のテーマ・コンセプトについて

➢ 大阪万博のテーマである「Designing Future Society for Our Lives」は、人間中心のアプ

ローチという意味で、時宜にかなうのではないか。

➢ 日本をはじめとするOECD諸国では社会の高齢化が進み、健康的な加齢（healthy aging）が

より重要なテーマになるだろう。ヒューマンレベルのデザインが求められるようになる。

大阪・関西万博への期待・要請

➢ 人々は、熱気（enthusiasm）を持って日本を訪れるだろう。

➢ 日本はデザインの国でもある。日本の「デザインの面」を見せていくのはどうだろうか。

食べ物をはじめ、素材、エネルギー、消費財といった領域での日本の強みを活かすことに

もなるのではないか。

➢ 日本の際立った特長に、「食」がある。あらゆる都市に、独自の食文化がある。

➢ 商人の町である大阪には、起業家精神、社会的企業、リスクを冒す姿勢、開かれた姿勢と

いった特性があるイメージを私自身は抱いている。国の政府がある都市ではない場所性を

活かしたやり方を考えるとよいのではないか。

➢ オリンピックも同様だが、万博のために建てた施設が開催後にどうなるかが注目される。

建ててしまう前に、どのような建物を作るかについてのストーリーや方針があるとよい。

➢ 万博の開催方法はデジタル化が進んでおり、ドバイでは2,800万人がデジタルで訪問して

いる。しかし人々はデジタル経験に疲れてきてもおり、よりパビリオン経験を求めるよう

になっているのではないか。

SDGsへの日本の取り組みについて

➢ SDGsへの取り組みには焦点が必要。17ある目標すべてに取り組むのではなく、自らの最重

要な目標を絞り込むべき。例えば、「水」といったように。

➢ 日本の強みは、ステークホルダー文化に根差した「協力」の姿勢にある。数多くの好事例

があり、目標17に焦点を置くことは自然なことだろう。

➢ 日本では、「目標17 ＋ もう一つの最重要目標」という設定の仕方が馴染むのではないか。

SDGs+beyondについて

➢ SDGsでは、気候と生物多様性が競合関係に置かれている面がある。「+beyond」において

は、これらが共進関係に置かれるようにすべき。

➢ SDGsの先には、経済の脱炭素化をはじめとするさらに大きなターゲットが控えているとい

う意味で、 「+beyond」というコンセプトは正しい。ただ、「+beyond」を語るにあたっ

ては、言い方に注意したほうがよい。取りようによっては、2030年までにSDGsを達成す

ることを諦めた、という印象を与えかねないので。

➢ ネットゼロへの移行をどうやって実現するか。その行程（journey）を描くことが大事だ。

「パンデミック後」「地球（planet）」「幸福」といった言葉も念頭に、点をつなぐ

（connect dots）ことが求められる。

➢ すでに、「人」と「地球」のどちらにとっても良いアプローチでなければ受け入れられな

くなっている。どちらか一方に、は成立しない。

➢ 私自身の経験からは、人々には困難な目標を定め取り組むことを喜ぶ面もある。また、複

雑さよりは単純さを望む傾向もある。

SDGsの進捗評価について

➢ （定量的な指標よりも定性的な指標が望ましいか？）人間について捉えるには、定性的な

指標は役立つことが多いのはその通りだろう。



インタビューサマリー③：Dena Asaaf 氏 38

実施日 2022年2月24日（木）
方法 オンライン（英語） ※記録は和訳版

SDGs／サステナビリティに係る重要な動向

➢ コロナ禍は、SDGsへの取り組みを後退させる影響をもたらした。健康、貧困、雇用に加え、

環境の指標にも影響を及ぼしている。特に、脆弱な立場にある人々への悪影響が大きい。

➢ 気候変動は、世界中の多くのコミュニティにとって死活問題。気候変動問題を無視すれば、

貧困、健康などに与える影響は時の経過とともに悪化する。

ドバイ万博における特筆すべき取り組み

➢ 開催国であるUAEが拠出する予算で国連もパビリオンを出す予定だったが、コロナ禍を反

映した内容ではなく、変更する資金や時間もなかったため断念した。別の形で協力させて

ほしいとUAEに提案し、単一の展示を行う代わりに、国連スペースを設けて色々なプログ

ラムを行うことにした。そうすることで、国連が積極的に参加し、唱導活動を行うことが

できる。私はそのための国連常駐調整官（Resident Coordinator）を務めている。

➢ 2022年1月から、Global Goals Week（グローバル目標週間）を実施。これは国連本部での

通常の取り組みだが、万博の一環として、健康、食糧といった様々なテーマの“週間”に加

えられ、すべてのパビリオンがSDGsを集中的に取り上げることになった。国連の私たちに

とって素晴らしい機会であり、国連副事務総長アルワスル・ドームで開会の辞を述べた。

➢ 国連ハブでは、各種の活動が行われた。ディスカッションやインタビューも含め、同じ週

にも、国連の異なる機関が各種の異なる活動をしている。3月の予定はかなり詰まってい

る。様々な国連機関が来て、企画をし、私が彼らにスペースを割り当て、彼らが専門家を

連れてくる。あらゆる題材のディスカッションは、ハブでも、オンラインでも視聴可能だ。

➢ 万博でもベストプラクティスを紹介した。国連ハブのすぐ隣のスペースで、グローバルコ

ンテストを行った。万博開催の1年以上前だが、プロジェクトを提出してもらい、そこか

らベストプラクティスを選んだ。

➢ SDGsとその影響について国連が発信した重要なメッセージは、行動の重要性であり、地球

の課題に私たちが必ず取り組むということだった。

大阪・関西万博のテーマ・コンセプトについて

➢ 私は万博の専門家ではない。これは私の初めての万博だ。

➢ 日本と言われて私が連想するのは、イノベーション、独創性だ。日本館の通り。日本館は、

アイデアの連結という考えを見せてくれた。これはとても気に入った。アイデアをつなげ

る、おそらく、これが大阪のあるべき姿だろう。

➢ 適切な形容詞を考えると、効率性が浮かぶ。日本は、資源を無駄にしないように、効率的

に使うソリューションを見つける。イノベーションやテクノロジーを生み出し、持続可能

なソリューションを支持するためのこれらの利用法を常に生み出している。また、ソ

リューションに芸術的なもの、アートを盛り込んでいる。だから人々はその結果に心地よ

さを感じ、その良さを理解できる。

➢ イノベーション、創意工夫、ソリューション、効率性、などの言葉に、そして、世界があ

なたの方の考え方に何をもたらすかに焦点を当てるのはどうか。

➢ 私はただブレインストーミングをしているだけだが、イノベーション、創意工夫、ソ

リューション、アイデアをどのように繋いで、人々を繋いでいるかに焦点を当てたい。

➢ 先日私のもとに、太陽光発電トラックを発明したが、どう世界に届けたらいいか、と尋ね

るスーダンの若者が訪れた。世界には、知識、資金、人脈がないが、アイデアがあり、ソ

リューションがある人がいる。日本のやり方や、世界が求めているソリューションに合う

ことを前提に、こういう方法がある、と示すのはどうか。これは単なるアイデアだが、ド

バイ万博の日本館は、大阪のあるべき姿の例であるかもしれない。

SDGsへの日本の取り組みについて

➢ 現在、SDGsについて日本の状況がどうなのか、前もって調べてこなかったので、お話しす

ることができないが、日本はしっかりした国なので、SDGs達成のために熱心に取り組んで

いると確信している。政府として取り組んでいる、というのが私の期待するところだ。

SDGs+beyondについて

➢ SDGsの目標と指標は、各国が最低限行う必要がある、最低限のものだ。そのため、ある国

がSDGsの指標に到達した場合、この分野で優れた成果を上げたという意味ではない。最低

限のことをしたという意味だ。例えば、小学校の児童はみな、学校に行くべきだ。SDGsの

指標では、最低6年生までの最低限の教育を挙げている。これは、一部の国では、すべて

の子どもへの小学校教育が行われていないからだ。+beyondと言うとき、最低限より上を

狙わないといけないと私は思う。

➢ 2030年の後にどうなるかということについては、最低限度に到達したのなら、次のレベル

に向かわなければならない、ということだろう。

➢ 現在、日本を含む一部の国は、多くの指標ですでに最低限を達成している。日本では、指

標のほとんどは達成済みだと思う。でないなら、私には大きな驚きだ。国として少数のこ

とに取り組んでいる、（指標の）上を行っているのだと思う。

➢ UAEのような他の多くの国は、SDGsをすでに達成したことを非常に誇りに思っていて、

2030年までに目標以上のことをしたい、と明言済みだ。UAEは、これをSDG Plusと言って

いる。

SDGsの進捗評価について

➢ SDGsは国単位で測定し、地域単位では測定しない。SDGsを検討する際にこのことは留意

していただきたい。集計される指標もない。集計しても、意味をなさないからだ。隣同士

の二国のうち、一国は優れた成果を上げ、他方は非常によくないとすると、この二つを合

わせて平均を出しても無意味だ。
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実施日 2022年3月8日（火）
方法 オンライン

SDGs／サステナビリティに係る重要な動向

➢ 世界的に識者の間では、気候変動が人類社会を滅ぼしかねないという認識になってきてい

ると思う。それが一般の認識になっているとは思えないが、気候変動を克服し、地球の基

盤が維持できる経済社会に持っていくのが環境経営、環境保全の未来像だと思う。

➢ 気候変動をもたらしたのは、産業革命以来の大工業化文明だ。自然と人間を区分する二元

論で、人間が自然を支配する。東洋の元々の思想はそうではなく、人間と自然は一体のも

のだとする。西欧の哲学者たちも反省と議論を始めている。

➢ サーキュラー・エコノミーが日本ではリサイクルみたいに考えられているが、西欧のサー

キュラー・エコノミーは、地下資源は一切使わない、地上資源のリニューアブルなもので

われわれの世界を回す、という考え方だ。

➢ プラスチック問題をサーキュラー・エコノミーで考えるときに、短期、中期、長期で考え

てほしい。長期は、ありたい理想像。理想像になるまでが中期で過渡期だ。短・中・長期

で最終的なところがどうかににもっと思いが至らないといけない。次から次に技術でこう

いうことをやって、これがいいだろう、この技術が使えて、これはこれよりもいいよと、

技術をいくら変えても、最終的に循環する仕組みの中の動きでない限り、素材を変えたか

らと言って、その素材は当然のことながらプラス・マイナスがある。プラスチックを紙に

代えた場合、森林資源はこのままで保つのかということがある。森林を破壊すると、また

感染性のウィルスがそこから出てきてコロナの次のパンデミックが出てくる。これはIPCC

が、2018年の特別報告書で予告していることだ。ドバイで動いている、テクノロジーで解

決するというのは、過渡期の問題としては評価していいと思うが、長期的に見て本当にそ

うあるべきかは常に問わなければならない。

➢ 日本でも一部の自治体がて実験をし、成果も上げているが、国全体の社会システムに持っ

ていくところは簡単ではない。ドバイのように実験をして即変えるのは無理だろう。

大阪・関西万博のテーマ・コンセプトについて

➢ 本来、東京は政治で経済は大阪だった。パリ協定のCOPで議論になるのは、ノンステー

ト・アクターズの役割だ。まさにノンステート・アクターズの役割が、関西でやることの

意味ではないか。ステート・アクターズで物事を決めていくことは20世紀の半ば以降はき

わめて困難になっており、新しいことをどんどん進めていくのはノンステート・アクター

ズに期待されている。

➢ 大阪万博は、アジアでやるという意味で言うと、人間と自然は一体のものというコンセプ

トを打ち出していく。少なくとも西欧の哲学ベースには触れるところもあり、post、

beyondという意味では、価値があるのかなと思う。そういうことを考えないと、単に「こ

の技術よりこちらが上だよ」みたいなものは全然beyondではないと思う。

➢ 残念ながら、「環境技術に優れた日本」は昔の話だ。日本は、再生可能エネルギーのポテ

ンシャルをもっと徹底的に開発するほか、個別の企業経営者には、新しい時代の環境経営

を独自に打ち出してもらいたい。哲学的な見地を含めて。

SDGsへの日本の取り組みについて

➢ SDGsは、国別では日本はだめだ。国別目標を作っていない。これから作っても2030年ま

でなので、ちょっと間が抜けてしまって意味がない。その意味で言うと、もし自治体で独

自に作っているところがあるならば、それはそれなりに意味がありうるだろうと思う。ノ

ンステート・アクターズとしての自治体は、国とは違うという観点で考える。

SDGs+beyondについて

➢ 私が業務執行理事を務めるグローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパンでは、ポス

トSDGsについて、去年の暮れぐらいから議論している。2022年か23年中には、ポスト

SDGsのことも立ち上げなければいけないかな、と。

➢ SDGsは、Transforming our worldが表題になっている。持続可能な発展に、レジリエントな

道筋にトランスフォームしましょうということだ。

➢ 人間が自然を支配し、資源を掘り起こして使ったあとは捨てて、は成り立たない。発展の

ためにはサステナブルなデベロップメントの形に行かざるをえない。ポストSDGs、2030

年以降は、人間と自然の関係は確実に問題になると思う。

➢ 人類社会の存続のためには、気候変動と生物多様性が両輪だが、これが地球の枠内に収ま

らないとどうしようもない。今人類社会は、ほぼ地球1.8～2個分ぐらい使っている。

➢ 企業は、技術開発だけなら自社でできるが、仕組み、システムは自社だけではできない。

それが将来のBeyond SDGsだと思う。

ベストプラクティスについて

➢ （大阪・関西万博のベストプラクティスの定義は、持続的な取り組みとして、地球環境に

配慮し、世界に広がり、各地に適応する取り組みの内容であること、相互のパートナー

シップにより共創が生まれ、複合的な課題解決を果たしているもの、個人・企業・各種団

体など誰もが参加、利用できるもの。その定義を基に、評価項目として持続可能性、横展

開期待度、協力体制、社会的影響力、環境への貢献、魅力、Beyondとなっている。補足と

しては、ベストプラクティスはBIEが定めている定義であり、万博という人類の課題を解決

する場においては、ESG投資などを目的とした定量分析評価よりも定性的に幅を持たせた

評価が適切と考えている）いいと思う。そういうことだろうな、と。ただ、定性的に評価

すると、評価者の基準で評価すると、AさんとBさんで基準が全く違い、なかなか難しい。

➢ 万博会場で装置を造れるとは思えないが、日本環境設計は消費者から衣料を回収し、それ

をまた製品にしている。しかも、ブランドものを。そういうものがあるならば、それはそ

れで将来のありたい姿像ですと言えると思う。最近ようやくペットボトルのリサイクルに

ヴィオリア、セブンなどが入ってきているが、まだ集めてきれいにするところまでで、製

品になって回ってまた戻ってくる仕組みまでできていない。

➢ 評価はサブジェクティブ（主観的）だ。AIに関する評価などでは、名はないけれども20代

の天才的なハッカーのような人たちを持ってきて評価させたほうが面白いかもしれない。
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ミラノ万博（2015年）

EXPO MILANO 2015: ITALY’S CHALLENGE 
FOR 
AN INNOVATIVE UNIVERSAL EXPOSITION, 
An Official Report.

ドバイ万博（2021年）

EXPO 2020 DUBAI UAE
公式ウェブサイト
https://www.expo2020dubai.com/en

SDGs及びSDGs＋beyond関連調査業務の一環として、直近2回の万博（ミラノ、ドバイ）におけるSDGs及びその

関連概念であるサステナビリティの位置付けを公開情報に基づいて確認・整理し、本業務を進める上での前提と

して整理する。

参照した主な公開情報

調査の視点





テーマ設定において、MDGsへの適合を確認

イタリアは、2006年から（候補国だった時点から）万博の企画を開始。

栄養および食料の消費と生産をめぐる諸課題に関するグローバルイベントを構築することを、万博の主眼とした。

そして、「地球に食料を、生命にエネルギーを（ “Feeding the Planet, Energy for Life,” ）」をテーマとした。

このテーマ設定は、イタリアの文化と経済にとっての最優先事項を反映し、かつ国連ミレニアム開発目標（MDGs）にも沿うものだとされている。

万博らしい柔軟なフォーマットを設け、参加各国が自らのモデルに応じてテーマを解釈できるようにしつつも、イタリアは開催国として、

万博を「学習、国際的な討議、そしてエンターテインメントの場」とすることを構想した。

EXPO MILANO 2015: ITALY’S CHALLENGE FOR 
AN INNOVATIVE UNIVERSAL EXPOSITION, An Official 
Report. P11. 
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SDGsに向けた討議に影響を与えた「ミラノ憲章」

ミラノ万博の最大の成果の一つとして、「ミラノ憲章（Milano Charter）」があげられている。

これは、来場者が誰でも賛同の意思を示すことができるものとして提案され、150万人以上の署名者を得ている。

ミラノ憲章は、「食の権利（right to food）」を訴えるマニフェストとして構成され、

栄養失調と食品廃棄物の削減、天然資源への衡平なアクセス、持続可能な生産・消費に資する政策を促す内容となっている。

同憲章は、各国の市民、家族、諸組織に向けられたものである。

同憲章の内容は、同年に国連総会で採択された「持続可能な開発目標（SDGs）」に向けた栄養をめぐる討議に影響を与えたと報告されている。

EXPO MILANO 2015: ITALY’S CHALLENGE FOR 
AN INNOVATIVE UNIVERSAL EXPOSITION, An Official 
Report. P17; P88; P91. 
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SDGsの形成プロセスにおけるマイルストーンに

栄養へのアクセスが基本的人権であるとの明確な主張を掲げるミラノ憲章は、広く発信されている。

これは、SDGsの採択に向けたプロセスにおける一つのマイルストーンとして位置付けられるものとなっている。

EXPO MILANO 2015: ITALY’S CHALLENGE FOR AN INNOVATIVE UNIVERSAL EXPOSITION, An Official Report. P128-129. 
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重層的な関連コンテンツ展開

ミラノ万博のコンテンツを企画する上での共通の問いかけは、

「優れた、健康的な、十分な、そしてサステナブルな栄養を世界全体のために確保することは可能か？

（is it possible to guarantee good, healthy, satisfactory and sustainable nutrition for the entire world?）」だった。

これに関連して、多様な展示や催しが企画されたほか、スキルの蓄積や知識の創出に向けた調査研究や活動も実施されている。

食糧法（Food Act）は、イタリアの食品を世界へ売っていくマーケティング施策として意図されている。

そして、ミラノ万博全体の成果として、前述の「ミラノ憲章」が位置付けられている。

コンテンツ 概要

パビリオン・ゼロ（Pavilion Zero） 人類が食料を得るために環境をいかに変えてきたかを展示

未来フード区画（Future Food District） 未来のスーパーマーケットをイメージした販売エリア

生物多様性パーク（Biodiversity Park） イタリアの自然環境と農業の模様を展示

食と環境に関するエデュテインメント・ラボ
（Edutainment laboratory on food and the 
environment）

楽しみながら食と環境について学べる催し

世界最大のレストラン 150件以上のレストランが、各国が誇る料理を提供
キオスク、マーケット、フードトラックといった多様な形態で食品を販売

クラスター 各国の展示（後述）

世界食糧デー（World Food Day） 通常はローマの食料農業機関（FAO）本部で行われる公式セレモニーを会場内で開催（世
界食糧デーの歴史で初）

食料法（Food Act） 食品産業を他の欧州諸国と同様に規制し、「イタリアの味」を世界に届けるための基礎と
する
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パビリオン・ゼロ（Pavilion Zero） 未来フード区画（Future Food District）

生物多様性パーク（Biodiversity Park） 世界食糧デー（World Food Day）
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多様な「クラスター」

ミラノ万博は、地理的分類による従来型の「共同パビリオン（joint pavilion）」の代わりに、

万博のテーマに関連するジャンルや位置によって参加国・組織がグループ化され、スペースを共有する「クラスター」を新たに考案した。

栄養・食に直接的にちなんだクラスターのほか、テーマ要素を含みつつ一定の自由度がある独自企画のグループも設けられている。

穀物と根菜
Cereals and Tubers

• ボリビア
• ハイチ
• モザンビーク
• トーゴ
• ベネズエラ 等

地中海地域
Bio-Mediterraneum

• アルバニア
• アルジェリア
• エジプト
• ギリシャ
• レバノン 等

島嶼、海と食料
Island, Sea and Food

• バルバドス
• ベリーズ
• スリランカ
• カーボベルデ
• 北朝鮮 等

乾燥地域
Arid Zones

• ジブチ
• レバノン
• 中央アフリカ
• リベリア
• ソマリア 等

独自企画
Self Built

• イタリア
• EU
• 中国
• ブラジル
• 日本 等

米
Rice

• バングラデシュ
• カンボジア
• ミャンマー
• ラオス
• シエラレオネ

ココアとチョコレート
Cocoa and Chocolate

• カメルーン
• コートジボワール
• キューバ
• ガボン
• ガーナ 等

コーヒー
Coffee

• ブルンジ
• ドミニカ
• エルサルバドル
• エチオピア
• グアテマラ 等

果実と野菜
Fruit and Legumes

• ベニン
• コンゴ
• 赤道ギニア
• ガンビア
• キルギスタン 等

スパイス
Spice

• アフガニスタン
• ブルネイ
• パプアニューギニア
• サモア
• タンザニア 等
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多様な「クラスター」

Rice Cluster Cocoa and Chocolate Cluster

Coffee Cluster Fruit and Legumes Cluster
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「サステナブル」の要素を含む各国の出展内容

「栄養」「食」を起点に、参加各国は自らの資源を活かした出展を行っているが、その多くは「サステナブル」な要素を含むものだった。

例えば、下記の例では、アンゴラは「バオバブが正しい栄養への道を示す」とのタイトルで、自国の食を4つの側面から紹介し、その一つに持

続可能性を含めている。また、ベルギーは、「食品の未来へ続くときの回廊」と題した展示の中で、「2050年の我々は何を食べているだろ

う？」と問題提起し、（同国で法的に認められている）昆虫の粉製品への活用を提案している。
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5つのベストプラクティス ①トップ5

持続可能な開発の観点から18のベストプラクティスが選定、紹介されている（11名の国際的な審査委員会による）。

以下のトップ5はさまざまマルチメディア・インスタレーションでフォーカスされた。

※応募されたプロジェクト数は、計749

“Pasture user groups for sustainable 
rangeland management in 
Mongolia” organized by the 
Mongolian Ministry of Industry and 
Agriculture

牧畜における持続可能な草原利
用（モンゴル政府）

1位

“Intensification of agriculture by 
strengthening cooperative agro-
input shops” developed by the 
IARBIC – Food and Agriculture 
organization of the United Nations –
and by the Niger Union of Farmers’ 
Federations

農業用品の協同組合式店舗の強
化による農業の集約化（FAOおよ
びニジェール政府）

2位

“Regional Network to support small 
producers of coffee” designed by 
the Foreign Ministry and by 
Guatemala’s National Coffee 
Association and implemented in 
Guatemala

小規模なコーヒー生産者を支え
るリージョナルネットワーク
（グアテマラ政府および生産者
団体）

3位

“Africa milk project: love your land, 
fight poverty, drink milk,” 
developed in Tanzania by the 
Tanzanian Association of NjoLIFA
Farmers, the NGO - CEFA and 
Granarolo Group

アフリカ牛乳プロジェクト（タ
ンザニアの生産者団体）

4位

“Food is a Resource to secure 
tangible assistance and inclusion to 
the deprived” implemented by the 
Banco Alimentare Non-Profit 
Foundation in Italy

貧困層の社会的包摂を支援・確
保するための資源としての食料
（イタリアの財団）

5位

EXPO MILANO 2015: 
ITALY’S CHALLENGE FOR 
AN INNOVATIVE 
UNIVERSAL EXPOSITION, 
An Official Report. P135. 
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5つのベストプラクティス ②審査委員会

イタリア農業森林省、ミラノ裁判所、民間企業（illycafeというイタリア純正メニューを提供するカフェ）、健康・食品専門家という立場を異にする

4名がイタリアから選ばれており、それ以外の7名は地域や立場のバランスに配慮して選ばれている。なお、女性は3名となっている。

EXPO MILANO 2015: ITALY’S CHALLENGE FOR AN INNOVATIVE UNIVERSAL EXPOSITION, An Official Report. P135. 
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「サステナブルな万博」に向けたアプローチ

ミラノ万博は、会場の建設段階におけるCO2排出を把握し、完全にオフセットした初めての万博となった（このために3百万ユーロ以上を支出）。

万博をサステナブル（持続可能）なものとするために、「ミラノ万博2015サステナビリティ戦略」が策定された。社会的レガシー、包含性

（inclusiveness）、イノベーション、社会的責任という4つの原則を示している。

ミラノ万博の各パビリオンは移設を視野に入れて設計され、終了後に自国または他の有効活用可能な場所へと場所を転じた例が多い。

なお、ミラノ万博では、サステナビリティ報告に関するGRIスタンダードに沿ったレポートを2013年から2015年にかけて発行している。

エネルギーと照明

• 開催中に消費した電
力（47GWh）は全
て再生可能エネル
ギーで賄った

• 照明は高効率LEDを
使用

スマート技術

• スマートシティプ
ログラムにより、
21,000トンのCO2
排出を削減（従来
比）し、他の汚染
物質も大幅に削減

緑地

• 敷地の約20％を緑
地として確保

ロジスティクス

• 交通渋滞と環境負荷
の抑制のため、95％
の搬入は夜に行い、
環境配慮車両を利用
し、資材の1割は1㎞
以内の倉庫から運搬

水

• 節水機器で水使用量
50％削減（従来比）

• 雨水利用
• 9.5百万リットル超

の飲料水をサー
バーで提供

木材

• 約32,000㎥のPERC
認証材を使用

• SFC認証材も使用

建築基準

• 万博会場の設計に
は、米国のLEEDの
基準を採用

廃棄物管理

• EU指令に基づき、多
様な廃棄物（建設、
有機、他の素材、医
療を含む）をリサイ
クルし、リサイクル
率67％を達成

食品の有効活用

• 会場内で残った食品
のフードバンクへの
寄付（開催期間全体
で約50トン）

“動産”の再利用

• 会場の解体後に残
されたオブジェ、
インスタレーショ
ン、什器等は、
オークション販売
し、残りは寄付に
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MDGs／SDGsとサステナビリティ

ミラノ万博においては、「ミレニアム開発目標（Millennium Development Goals：MDGs）」、「持続可能な開発目標（Sustainable Development 

Goals: SDGs）」という枠組み・制度を示す用語と、「持続可能な開発」「サステナブル」「サステナビリティ」という方向性や姿勢を示す用語が、

文脈に応じて使い分けられている。

前者は、万博のコンセプトやコンテンツを企画する過程を説明する上で、国連の動きとの連携を強調することを主眼として用いられている。

一方、後者は、国・組織、プロジェクト、そして万博自体の環境・社会・経済への影響を管理し、良い方向へと導く取り組み全般に使われている。

用語 使用例

ミレニアム開発目標（MDGs）
持続可能な開発目標（SDGs）

• In keeping with the UN’s Millennium Development Goals, the “Assistance Program for Developing 
Countries” was one of the founding pillars of Expo Milano 2015, a program conceived from the moment of 
Italy’s candidature and registration.

• From the preparatory stages, the Italian Government aimed to turn Expo Milano 2015 into a moment of great 
exchange and international debate, by putting together a vast agenda of international conferences and 
discussions, as Italy’s contribution to the global debate on the right to food - in the year in which the new 
Sustainable Development Goals were approved by the UN.

持続可能な開発 • It was inside the largest thematic area of the Expo grounds, the Pavilion Zero, that Expo Milano 2015 
introduced a selection of the world’s Best Sustainable Development Practices. 

サステナブル
（持続可能な）

• MILAN’S ANSWERS TO THE GLOBAL CHALLENGES OF SUSTAINABLE NUTRITION
• In preparing for the Expo, the City of Milan took a leadership role by proposing and coordinating the Milan 

Urban Food Policy Pact, the first agreement on sustainable urban food policies among mayors of the large 
cities of the world: this became one of Expo Milano 2015’s most important legacies.

サステナビリティ
（持続可能性）

• On April 28, 2015, the Milan Charter was officially presented as a common, shared document attesting the 
commitment to and awareness of nutrition and sustainability of all the signatories.

• Companies with activities and values consistent with Expo Milano 2015 offered a valuable contribution to 
the development of the theme. These realities are well established in their field at the international level; 
they provided the main services and technologies for the event and are dedicated every day to innovation 
and sustainability.

• The sustainability measures covered different aspects, from energy efficiency to mobility, and involved all of
the participants in adopting waste prevention and recycling techniques, including the repurposing of the 
pavilions and choosing suppliers on the basis of ecological criteria. 
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「サステナビリティ」を主テーマの一つに

サステナビリティは、モビリティ、オポチュニティと並んで、万博の3大テーマの一つとして位置付けられている。

ドバイ万博におけるサステナビリティは、環境保全に関することが主対象であり、狭義のサステナビリティに該当する。

（モビリティ、オポチュニティの内容は、広義のサステナビリティに該当し、SDGsの目標にも分類できる）

“Every day, more and more of 
us take a sustainable path 
towards a future where we all 
live in balance with our only 
home: Planet Earth. As we join 
forces, small actions grow into 
positive global movements that 
will help communities protect 
and preserve the world around 
us.”

地球環境の保全に向けた大小の
様々なアプローチを紹介

サステナビリティ（Sustainability）

“We live in a world of limitless 
connections. Explore horizons 
that drive human progress, as 
mobility continues to transform 
the way we live, connect with 
people, understand different 
cultures, and exchange 
knowledge and ideas.”

暮らしの姿を変え、人と人をつ
なぎ、知識やアイデアをやり取
りする取り組みを紹介

モビリティ（Mobility）

“There’s a ripple effect in 
everything we do. Even one 
person can be the key to 
unlocking eight billion 
opportunities that can help 
individuals and communities 
create a better tomorrow, today. 
It’s time to unleash the 
potential within and be an 
agent of change.”

個人やコミュニティがより良い
未来を創っていく動きを紹介

オポチュニティ（Opportunity）

https://www.expo2020dubai.com/en/understanding-expo
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サステナビリティ @国別パビリオン

それぞれの国別パビリオン、そして特別パビリオンは、3つのテーマのうちのいずれかに焦点を置く形になっている。

国別では、43の参加国が「サステナビリティ」をテーマとした展示を実施。以下は公式ウェブサイトに掲載されている例である。

「サステナビリティ」をテーマに

している国々は、豊かな自然に関

連する取り組みを取り上げている

場合と、環境保全に関わる特徴的

ないし先進的な取り組みを紹介し

ている場合とに大別できる。
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Country Title Message

Andorra A haven of safety and stability Discover more about our small mountain country

Azerbaijan Seeds for the future Inspired by nature, dedicated to the future of humanity

Bahamas Preserving paradise Warm Bahamian hospitality and a deep-rooted culture

Bangladesh Transformation and empowerment Showcasing cultural history and socio-economic development

Benin When innovation is rooted in tradition and history Creating future solutions inspired by traditions

Brazil Together for sustainable development Evoking the Amazon basin in the Dubai desert

Burkina Faso Land of honest people The crossroads of major cultural and sports events in Africa

Cambodia From ancient heritage to a sustainable future Showcasing modern Cambodia and its cultural traditions

Canada Canada: the future in mind A symbol of collaboration towards a better future

Central African Republic Let’s save household energy Humankind can coexist peacefully with our environment

Comoros A flower in bloom Re-introducing the world to the magic of Comoros

Cuba A cradle of great creativity and innovation Tour the colourful and vibrant Cuban streets

Czech Republic Czech spring Spring ambiance and trailblazing sustainability initiatives

Equatorial Guinea Transforming tomorrow Ripe for transformation and replete with resources

Gabon La maison durable Breathtaking landscapes, natural culture, abundant wildlife

Georgia Discovering beauty A bridge between Europe and Asia

Germany Campus Germany An engaging look at an environmental trailblazer

Greece Greece paves the way Open the door to innovation and show the way to the future

Guinea Journey through history and heritage through water Full of abundance and ready to reach its potential

Kuwait New Kuwait: new opportunities for sustainability An ambitious gateway to the future

Lesotho Kingdom in the sky Natural treasures and advancements in sustainability

Lithuania Rich in talent, a source of inspiration and opportunities Modern, authentic and open

Madagascar Madagascar – sustainable sanctuary of nature An island sanctuary rich in biodiversity and opportunity

Malaysia Energising Sustainability The best of Malaysia’s culture in a net-zero carbon pavilion

Maldives Where nature and life co-exist An archipelago of unique beauty co-existing with nature

Mozambique Putting the future first Charting a course for a sustainable future

Netherlands Uniting water, energy and food Sustainable solutions through out-of-the-box creativity

New Zealand Care for people and place A pavilion designed to inspire connections

Papua New Guinea Protecting the old, embracing the new A diverse country open for sustainable trade and investment

Philippines Bangkóta: Philippine coral reef Presenting a creative and compassionate nation

Portugal A world in one country In Portugal we find the world, in the world we find Portugal

Romania New nature: a delicate balance between nature and technology Immerse yourself in the purest waters, reinvent your nature

Sao Tome and Principe Managing environmental sustainability with development Environmental conservation with socio-economic development

Seychelles Protecting the Islands of Seychelles The Protected Treasure

Singapore Nature. Nurture. Future. It is hard to tell where nature begins and architecture ends

Slovenia Slovenia. Green and smart experience. A floating green oasis that inspires sustainable solutions

Spain Intelligence for life Creating a more sustainable future for all

Saint Kitts and Nevis Find yourself in a vibrant natural environment Explore the twin-island federation

Suriname The power of diversity: Suriname an oasis of opportunity! A sensory experience taking visitors from north to south

Sweden Co-creation for innovation The forest as a metaphor for co-creation

Tajikistan Water for sustainable development Highlighting water and its life-nurturing role

Uzbekistan Connecting people by a journey through time on the Silk Road Mapping the future pathway

Yemen Knowledge ∞ (Knowledge to the power of infinity) A place of thought and understanding
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Women’s

女性が世界に及ぼしてきたポジティブな影響と、女性が今日もなお直面する課題にスポット

ライトを当てるとともに、世界各地の女性による様々な取り組みを紹介するパビリオン。

https://www.expo2020dubai.com/en/understanding-expo/participants/special-pavilions/womens-pavilion
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人々と地球のためのプログラム

「人々と地球のためのプログラム（Programme for People and Planet）」として、グローバルな社会課題を順番に扱う「テーマ週間」を行うほか、万

博としての活動も実施している。

https://www.expo2020dubai.com/en/understanding-expo/programme-for-people-and-planet
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テーマ週間

テーマ週間（計10週）では、気候変動と生物多様性、宇宙、都市と農村開発、寛容さと包摂、健康、食料と農業、水といった課題を扱っている。

これらのテーマは、SDGsがカバーする諸課題にかなりの程度符合する。また、「グローバルな目標」としてSDGsを直接扱う週間もある。

https://www.expo2020dubai.com/en/experiences/theme-weeks

66



サステナブルな万博

ドバイ万博は、それ自体がサステナブル（持続可能）であることを重視している。

そのために、建設時、運用時、そして使用後における環境負荷の低減を徹底している。

また、ミラノ万博に範を取り、2018年から2020年まで毎年サステナビリティレポートも発行している。

https://www.expo2020dubai.com/en/understanding-expo/expo-initiatives/sustainability-at-expo
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サステナビリティに関する戦略を策定 68



EXPO 2020 Dubai会場全体図 69



サステナビリティを意識したプログラムと移動手段

Arab News/Dubai Media Office

首長も大臣もカートで移動
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サステナビリティを意識した会場設営 71





360度カメラを駆使したバーチャルEXPO

https://virtualexpodubai.com/

入場者数は、2021年年末の段階では800万を超え
る。
但し、無料開放デーやチケット有効期限の延長
有給休暇取得奨励など人数動員のための策がいく
つも開幕後に実施されている。
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建築ガイドラインからみるサステナビリティ

・パビリオン出展者に対してのガイドラインには持続可能性に関する規定が設けられている

▷ドバイ2020が今後の万博の基準となることを目的とし、すべての参加者に会場全体にわたる持続可能性への関与と貢献を求められる。
▷すべてのパビリオン、建築物、および構造物の設計は展示開発に組み入れる要素として持続可能性が検討されなければならない。

・持続可能性のテーマも設定

▷エネルギー：再生可能エネルギー源の幅広い使用により、エネルギー効率性を通じてエネルギー消費を最小限にする
（全エネルギーの50％は再生可能エネルギー技術で供給、うち２５％は現地で発電）

▷水 ：水の保全を重視し、非飲料水需要を満たすために代替水資源を利用することで飲料水利用を最適化する。
▷資源 ：資源のライフサイクルの全体的な考え方を取り入れ、地元の資源やリサイクル資源の利用を奨励する。
▷廃棄物 :建設・運営・解体フェーズを通じて、高い割合で廃棄物の分別を実現し、異なる廃棄物の流れを創出し、埋め立てから

の転換を図る。
▷排出 ：責任ある方法で排出を測定し、低減し、相殺することを目的とした炭素排出管理プログラムを実施する。
▷公共領域およびエコロジー：生物多様性や会場の環境保護価値を促進する快適で楽しめる環境を創造する。
▷持続可能性の意識：一般参加者の教育となるスマートモニタリングやレポーティングの使用により、持続可能な生活スタイルを誘導

・サステナビリティ認証も取得
万博への参加（出展）に認証を得ていることを要求しないが目標することを求めている。指定の認証はなく、イベントの国際的な
性質上、ドバイ国際博覧会が契約するLEED®Goldの認証システムの使用を紹介している。

（参考）LEEDとは
LEED -Leadership in Energy & Environmental Design
LEEDは、非営利団体USGBC（U.S. Green Building Council,）が開発、運用し、GBCI（Green Business Certification Inc）が
認証の審査を行っている建築や都市の環境の環境性能評価システム

詳しくはhttps://www.gbj.or.jp/leed/about_leed/

出典：Self-Building Pavilion Guide
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ド バ イ 万 博 で の 国 連 の 動 き : N a t i o n a l  D a y

・国連は創設記念日である10月24日にナショナルデーが設定された。
・ドバイ万博公社のナショナルデーのフォーマットでイベントは行われた
・国連のアミーナ・モハメド副事務総長を代表として代表団が組まれた
・式典ではモハメド副事務総長のスピーチの他、各ナショナルデーで出される文化

パフォーマンスはエミレーツシンフォニーオーケストラ（ＥＹＳＯ）が行った。
・またＵＮHUBでは国内外のアーティストによるアート作品を通じて、17の持続可能

な開発目標（UN SDGs）をユニークに表現した。
このほか「#TheWorldWeWant」と題した屋外写真展では、130カ国以上から寄せら
れた5万枚以上の写真の中から厳選した、未来への希望や夢を表現した写真を展示。

・またナショナルデー前日の夜に中央のアルワスルプラザに国連の旗が投影された

【国連デー】https://www.youtube.com/watch?v=VvYq89mAuO4
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・UN Hubのホームページ https://www.un.org/en/expo2020/unhub

ド バ イ 万 博 で の 国 連 の 動 き : パ ビ リ オ ン ( ＃ U N H u b ）

・月ごとにプログラムを決めている
・国連の各機関が不定期で入れ替わる展示がメイン
・万博会場内で政府組織や企業とコラボしたトークセッションを実施
・「世界食糧デー」などには関係国際機関を中心にSNSなどの発信もしている
・イベントのスケジュールはHubの前に貼りだし（HPに掲載と説明を受けたが掲載なし）
・運営はUAEベースの国連職員とインターンで小規模に構成
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ド バ イ 万 博 で の 国 連 の 動 き : パ ビ リ オ ン ( ＃ U N H u b ）

・基本は絵画や写真が多い。
・子供の来訪も多い。近隣で子供向けプログラムが多く開催されて
いることにも起因するとみられる。
・SDGsのマークの前などで記念撮影する人は多い。
・展示は移動可能なので30人程度のトークセッションやワーク
ショップの開催は可能。
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ド バ イ 万 博 で の 国 連 の 動 き : パ ビ リ オ ン ( ＃ U N H u b ）

・グローバルベストプラクティスとして世界のSDGsの成功事例
をモニターで紹介している。
・来館者は自分で選んで事例を見ることができる。日本の事例紹
介もあり。
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ド バ イ 万 博 で の 国 連 の 動 き : グ ロ ー バ ル ゴ ー ル ズ

・2022年1月15日～22日までをGlobal Goals Weekとして万博側が設定
・国連だけでなく万博全体でSDGｓの目標を達成のためになにができるかを考える
・17の目標を「World’s To-Do List」と呼び参加者への行動を喚呼びかけている
・関連イベントも行われる予定。
・各パビリオンの参加は自主制を重んじている
・SNSのキャンペーンを重視している
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§6：万博への企業参加意向調査



調査概要 82

ロングリストに掲載した事例のうち、特に大阪・関西万博への参加にふさわしい取り組みを行っていると

評価できる主体を対象に、取組状況と参加意向を確認する。

調査の視点

ロングリストから30主体を選定

有効回答数は13件

調査対象

⚫ 大阪・関西万博のテーマや取り組みの認知

⚫ 大阪・関西万博への期待・要望

⚫ ロングリストで取り上げた取り組みに関して、世界へ発信したいこと

⚫ 取り組みの進捗と今後の見通し

⚫ 大阪万博への参加に関する意向

主要調査項目

調査票のメールによる送付調査手法



大阪・関西万博の認知 83

（１）大阪・関西万博は、「いのち輝く未来社会のデザイン」をテーマに、未来社会の実験場として、2025年4月から6カ月間にわたり開催されます。貴社では、同万博についてご存じ
でしょうか。（1つだけ選択してください。）

開催内容を詳細に把握していた 0

テーマについては知っていた 4

開催されることは知っていた 8

万博のことを知らなかった 1



大阪・関西万博への期待・要望 84

（２）大阪・関西万博に対して、ご期待やご要望は何かお持ちでしょうか。（自由にご記入ください。）

環境

〇福井工業大学
今、世界で抱えている問題の殆どはその原因を人間が作っています。その解決には技術も勿論大切ですが、その技術を活かす人がいるかどうかが大切です。技術開発は、大学や企業

の研究者が頑張るとして、その技術を実際に使って、持続可能な社会にして動かしていく市民（私もですが。。。）の意識をどう変え、実際に行動して頂けるかが、これらの問題解決
の大きなカギを握っていると考えます。

多くの人を動かすにはどうしたらいいか？環境教育、各種メディアによる報道、そして今回企画されています、万博のようなイベントが効果的と考えます。しかし、環境問題を解決
（もしくは緩和しかできないかもしれません）するには、“環境問題たいへんだね～。困ったね~。”だけで終わるのではなく、多くの方々が環境保全に繋がる行動を理解し実際に生活の
中で実践できるかどうかが課題です。

万博開催が「いのち輝く未来社会」の実現に繋がるか？いろいろなアプローチがあるとは思いますが、私は山本五十六氏の残している言葉「やってみせ（活動のPR） 言って聞かせ
て（環境教育） させてみて（実体験） 誉めて（体験者のメリット）やらねば 人は動かじ」にヒントがあると思います。といいますのも、人の行動を変えるのはそう簡単な話では
ありません。見たり聞いたりだけでは、その時は一瞬、いいな、と思うかもしれませんが、多くの場合その思いは続かないからです。その“いいな”を少しでも長く続かせ、実際の行動
に繋がる機会を増やすには、体験し体で感じることが重要とおもいます。勿論、見せるだけよりも準備などには相当労力がかかるかと思いますが、今求められている実際に生活の中で
実践できるかどうかを考えるとやらざる負えないのではないでしょうか。

後で書かせて頂きますが、私の取り組んでいるSDGs目標6、11、13に繋がる「社会における雨水活用の普及」活動の中でも、技術開発と共に、「雨を飲む」という究極の体験を通じ
た雨水活用の普及に向けた活動を行っています。今回の万博でも体験する機会を多く企画頂けると嬉しく思います。

〇アイ・コンポロジー
・地球環境の維持、特に①気候変動対策－森林保全等、②プラスチック海洋汚染対策 に関して、日本が何の貢献をしようとしているのかを日本国民と世界の国々にアピールする絶好
の機会です。
・特に海洋国家日本、科学技術国日本として、海のプラスチック汚染について重心を置いてもよいと思います。2019年大阪G20で安倍元総理が宣言した「大阪ブルーオーシャンビジョ
ン」を皆さんお忘れかもしれません。 残念ながら、確か大阪万博ショーケースのテーマにもなっていませんでした。???

〇ネクストエナジー・アンド・リソース
将来の太陽光パネル大量廃棄に向けてリユースリサイクルに取り組んでいますがリユース（再利用）については国民に
あまり認知されていない状況なので万博でリユース発電所を設置出来ればと考えております。

健康

〇順天堂大学
HPを確認したところ、「いのち」についての重厚なテーマが取り上げられており、多くの人が真剣に本テーマについて考えていただく機会になればと思う。

サーキュラー

〇SAMURAI TRADING
SDGsを道標とした内容にして欲しい。SDGsは知っただけでは意味がなく、まさに『いのち輝く未来社会のデザイン』というテーマに即していると思います。紛争や貧困のない世界が世
界経済を潤す事に間違いはないと思います。

水

〇北陸先端科学技術大学院大学
コロナ、トンガ火山噴火、ウクライナ問題など、ネガティブなニュースが全世界を覆っている中で、ポジティブでインパクトのある未来像を強く発信して欲しいと思います。
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（３）今後世界へ発信したい点はありますでしょうか。（自由にご記入ください。）

環境

〇福井工業大学
日本国内では忘れがちですが、動植物も含め人間活動に最も重要な物質は水（淡水）で、その源は世界中必ず“雨水”です。世界では、島嶼部やまだ市街化されていない地域等では今

も雨水を天からの恵みとして活かし、利用している地域もありますが、街に住む多くの人はそのことを忘れていることが多いのが現状です。また近年は地球温暖化による気候変動の影
響から気象現象の極端化によって洪水が頻発し、一方では渇水問題も大きくなっています。

笠井研究室では、「雨の恵みを再認識し、日常生活の中で雨を貯めて活かす社会があたり前になる事」を目指して、雨水活用の技術開発から普及啓発まで広く活動を行っています。
雨水活用の世界では、「流せば洪水、貯めれば資源」がよく雨水活用の合言葉として使われますが、これを世界に広げてゆきたいと思います。

ただ、単に雨を貯めて使うのは雨水活用の基本ですが今は情報化社会、昔と異なり通信技術が発達しAIやIoTも身の周りに普及し始めています。雨を貯めて活かすという太古から行わ
れてきた技術に現代技術を組み合わせ、その効果を最大化することも求められています。
※赤字下線はご回答者による

〇アイ・コンポロジー
・私達が開発した海洋生分解性複合プラスチック材料Biofadeを使って、現在いろいろな成形ができることが分かってきました。あと3年あればもっともっといろいろな成形品が実用化
できると思っています。

https://www.i-compology.com/vegepolymer/ ←Biofade成形品をご覧ください
また成果発表のYouTubeもあります。HPからどうぞ

特許出願し成立したものもいくつかございます。オープンイノベーション化する予定です。
・これらを世界に発信していくことは、海洋環境保全の観点からも日本の産業底入れの観点からも、日本国内や世界に発信していける場を探しておりますので、お声がけ戴ければでき
る範囲で、全力でお答え致します。
・ただ残念ながら当社は、弱小なベンチャー企業ゆえ他企業あるいは行政からの支援がなければ維持できないことも付け加えます。

〇ネクストエナジー・アンド・リソース
再生可能エネルギー導入1番手になる太陽光発電も資源循環まで行わないとゴミの山になるのが明白なのでリユースリサイクルを行うことで本当の再生可能エネルギー普及促進になる
と考えています。

〇信州大学
下記の通りで問題ありません。発信したい点としましては、二酸化炭素固定菌や藻類を用いたAir-to-Chemicals（カーボンリサイクル）の取り組みにおいても、広大な面積が必要になり
ますので、大きな社会変革になります。しかし、石油に依存している現在よりも、いろんな意味で豊かな循環型の未来があると思っております。
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サーキュラー

〇BANANA CLOTH推進委員会
我々が取り組んでありますバナナの茎から繊維を取り出す事業は、世界中の人にとって身近な存在であるバナナの可食部分の収穫の為実は廃材としての茎が非常に多くは廃棄されて

いる現状を知って頂くと共に、その廃棄材を利用することで、新たにエネルギー、水。農薬も使用しないで廃棄材から天然繊維が取れ、綿、麻、羊毛、絹などの天然繊維が減産してい
る中において新たな天然繊維として広めたい。世界中の食用バナナの実の収穫量が約1.5億トンといわれており、廃棄される茎の量は約10億トンにもなると言われています。バナナの茎
はすべて使用することは出来ませんが仮に10億トンから2％の繊維が取れれば約2千万トンになります。綿花の栽培量が約2千5百万トンと言われておりますので、原料としてのポテン
シャルも非常に高いと言えます。

また、バナナ繊維は天然繊維ですので生分解されますので、ポリエステルなどの化繊素材をバナナ繊維などの天然繊維に置き換えることで海洋、土中のマイクロプラスチック問題も
軽減できます。 バナナ繊維は地球にも人にも優しい、新しい天然繊維として世界中発信していきたく思います。
また一方で、このバナナクロスのサスティナビリティ性を児童、生徒、学生を中心としたこれからの日本を、世界の環境を守り、後世繋げていく若い世代の方に伝えることも活動とし
て行っています。バナナは我々日本人が一番食べているフルーツですので、非常に身近な食物の一つです。この身近な食物であるバナナを我々が食べる為に実は茎の部分が廃棄されて
いるという現実を伝え、その廃棄物を有効活用することで地球環境の保全を目指していることをお伝えし、地球環境の改善等を考えるきっかけになればと思い、小学校から大学生を中
心広める活動をしています。

〇SAMURAI TRADING
カーボンニュートラルからカーボンネガティブへのビジネスモデルは完成しました。しかし、製造・輸送などに関しては道半ばです。「サムライスピリッツ2025」ではLCAで二酸化炭
素の50％削減を目標に、自社だけでなくサプライヤーと共に取り組んで行きます。「サムライスピリッツ2030」ではカーボンニュートラルの達成目標を掲げております。
今後の取り組みとして家庭用の廃食油回収、食品残渣の回収によりバイオマス発電に取り組みます。
何をどう発信していくかは今年の課題となるでしょう。

健康

〇順天堂大学
人体への負担を与えずに採取できる皮脂サンプルを、「最先端の測定技術・機械学習による解析技術」で調べることにより、脳の中で起こっていることを把握でき、引いては脳神経

疾患の診断、病状把握ができる点について発信したいと考えている。

水

〇北陸先端科学技術大学院大学
私たちは基礎物理学に基づき、高機能な天然染料による染め（草木染め）技術の開発を行ってきました。その実装先は世界でも有数の巨大産業の1つであるアパレル・ファッション産
業です（150兆円、世界5~10位の市場）。私はこの業界で、「環境に優しい染色」ではなく、「未来にあるべきカッコいい染色」を伝えたいと考えます。

例えば「兼六菊桜で染めた加賀友禅を着て、兼六園にお花見に行くこと」や「自分の好きなワインで染めたドレスを着てワインパーティーに参加すること」、こういったかっこよさ
は今までの化学染料の社会には存在しませんでした。草木染めの価値は環境に優しいだけではなく、このような新しいかっこよさや価値観を社会に提供できる点にあります。「環境に
良いモノを選ばないといけない」といった義務感や制約に訴えるのではなく、「かっこよいと思えるモノを選ぶ先に自然と環境に良いモノがある」、そんな社会が、アパレル・ファッ
ション産業の1つの未来像としてあっても良いのではないか、という私たちの思いを世界へ発信したいです。

例えば巨大産業の1つとして知られる自動車産業（うる覚えですが200~300兆円市場だったかな？）は電気自動車、水素燃料、自動運転、AI化など、未来社会像が明確に示されつつあ
る一方で、アパレル･ファッション産業では、まだそういった未来社会像がやや不明瞭ないしは消費者に対する認知度が低いように考えています。しいて挙げるならば「生分解性繊
維」による技術・製品開発によって、脱石油化学社会、カーボンニュートラルといったキーワードに対応してゆこうという流れがあります。一方で染料に対する言及や技術開発はほぼ
皆無です。しかし石油化学の代表である化学染料を天然染料に置き換えようといった取り組みは今後必ず必要になると考えます。ヨーロッパのラグジュアリーブランドも近年、草木染
めの研究者を雇用し始めています。アパレル･ファッション産業における「脱･石油化学」を達成しようとしたときに必要な技術は何か、そして技術だけでなくその先にどのような社会
を目指したいのか、を一緒に考えてゆけると嬉しく思います。
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（４）上記のお取り組みの進捗や今後の見通しについて、差支えのない範囲で、お聞かせください。（自由にご記入ください。）

環境

〇福井工業大学
雨水活用の先進実践例として、五島市の二次離島「赤島（島民10名程）」で進めてきた赤島活性化プロジェクト（しまあめラボ）ですが、これまでの活動でハード部分の「自立分散

型スマート雨水活用システム」の開発設置はひと段落しています。しかし、現在の島民数は約10名、無人島化の危機が大きくなっており、このシステムも使う人がいないと何の役にも
立ちません。現在は、２年ほど前に漁師になるべく島に移住してきた３０代の若手島民のフォローをする感じで、国内唯一の完全雨水生活を実践する島だからこそできる宿泊体験事業
（五島市に申請中）の企画をしています。

その背景には、近年地球温暖化による気候変動の影響か、赤島周辺の海水温の変化等によって年々漁獲高も減少しており、漁だけでは生計を維持するのは難しい現状があります。一
方、これまでの私の赤島での活動を通じて気付いたのは、店や自販機はおろか水道すらない赤島には、「無い」と言うことが有った と言うことです。現代社会のモノとサービスに溢
れた日常生活では、その状況が異常で普通の生活様式が今の環境問題の原因になっていることすら気づきません。赤島のこの特異な環境を活かして、他にはできない環境教育プログラ
ムを回し、赤島と世界の持続可能性に役立てようという試みです。

一方、赤島の活動は遠方であることもあり、なかなか多くの方々に参加頂くことは難しいのが現状です。笠井研究室の目標は、先にも書きましたが「雨の恵みを再認識し、日常生活
の中で雨を貯めて活かす社会があたり前になる事」です。ハード的な内容からソフト寄りの内容まで色々行っておりますが、研究室として一番ソフト寄りの活動として雨水を原料とし
たボトルドドリンクの製造にも昨年から取り組んでいます。この雨水100%のドリンク製造は国内では初となります。昨年秋に行った時には、大学内で集めた雨水を使い公的な検査機関
で法的に求められる45項目の水質基準をクリアしたうえで、福井市内の地元ドリンクメーカの協力を得て工場の生産ラインを動かして製品レベルで製造可能（この時は1600本製造）な
ことも確認しました。

今年は、SDGsの観点からもより多くの方々参加型でプロジェクトを実行すべく、参加を希望される企業様などの協力を得て「あまみず飲料化プロジェクト2022 for SDGs」と題して活
動を進めています。

〇グローバルエナジーハーベスト
波力発電について

・4月に実用機の1/3サイズの出力の装置にて、実証実験予定（場所は未定）
・8月に沖縄県久米島に設置、1年間の実証を行った後、23年11月頃から久米島にて実用化予定

〇アイ・コンポロジー
・前述しましたとおり、現状の活動は弊社HPからご覧ください。特に海洋生分解性バイオマス複合プラスチック材料「Biofade」につきましては、ここ2年東京都様からの支援を戴き注
力して参りましたので、かなり良いものが試作されています。
・また、100%の生分解性を持ちませんがバイオマス複合材「i-WPC」につきましても、アサヒビール様の「森のタンブラー」や「森のマイボトル」に採用され、羽ばたこうとしていま
す。

〇ネクストエナジー・アンド・リソース
昨年5月（環境省）「太陽電池モジュールの適正なリユース促進ガイドライン」作成にも協力しています。
3/16発売の誰でもパネル検査が出来る「リユースチェッカー」（アイテス社製造）も監修しました。
昨年からは環境省事業で丸紅社と「資源循環PF事業」も行っていてリユースリサイクルのデジタルプラットフォーム構築を行っています。

〇信州大学
二酸化炭素固定菌と藻類研究は、それぞれ企業様との共同研究で進めさせて頂いております。二酸化炭素固定菌に関した研究は実用化を目指した段階にありますが、藻類に関する研究
では、まだ安価大量培養系の構築のための基礎データ収集の段階です。
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サーキュラー

〇BANANA CLOTH推進委員会
昨年3月よりバナナクロスの普及を開始しました。 この取り組みは弊社だけの利益とすることではなく業界としての取り組みとしたい為繊維加工業の4社と協業しております。 昨

年の7月にパリコレに参加されるブランドでパリコレで発表頂いたのを皮切りに、今年の3月以降から本格的アパレル品（洋服）が店頭に出だしております。 また、アパレル企業だけ
ではなく食品会社様からもお引き合いを頂き社員の制服等に使用して頂いております。 ラグビーのプロチームからもSDGｓの取り組みとしてファンの方にバックの販売して頂きます。
東京、神奈川の中学校、京都の小学校から教材として使用したいとのご依頼が有り、詳細を御話し始めました。東京の大学では講義をさせて頂き、神奈川の大学、東京の大学のファッ
ションサークルではこの繊維を使用したクラウドファンディングを行って頂きました。
また、現状はフィリピンのバナナの茎を使用し日本で紡績（糸作り）を行っていますが、より使いやすい価格にするため海外での紡績をすることを計画しています。また、日本国内で
もバナナの栽培が行われておりますので、国内のバナナの茎を使用し繊維の取り出しも検討しております。
少しずつではありますが我々のバナナクロスの取り組みに共感、賛同して頂ける方々が増えています。

〇SAMURAI TRADING
・山形県にメタン発酵発電プラントを建築する計画が進行中です。
・地方行政、量販店と取り組み、ポリエチレンの水平リサイクル、および家庭用廃食油を回収してバイオマス燃料を製造して、国内大手物流会社での運用を計画中です。

健康

〇順天堂大学
パーキンソン病の診断に有用であることは2021年9月に花王株式会社・Preferred Networks社と共に発表した。皮脂診断の有効性を更に検証するため、パーキンソン病に類似した疾患

についての皮脂サンプル解析を進めており、2022年4月末までに合計250例のデータ取得が完了し、2022年8月に解析が終了する。そのため、上記の「あぶらとりフィルムで顔の皮脂を
拭き取るだけで、疾患の早期診断につながる技術の確立」は2022年12月頃に、完了している予定である。

水

〇北陸先端科学技術大学院大学
現在は私たちの開発した高機能な天然染料を社会実装すべく、幾つかのプロジェクトが進行しています。アパレル・ファッション関係では試作品（洋服）の作製と、洋服を着てもらっ
てその感触をヒアリングしています。また、スポーツブランドメーカーと一緒に草木染めスニーカーの開発をしています。
私の住んでいる石川県は世界有数のテキスタイルメーカーの産地ということもあり、主に中小企業を中心としたコンソーシアムの構築に取り組んでいます。このコンソーシアムでは地
元の草木を原料とした染色技術と、地元のテキスタイルメーカーによる織技術を持って、本当の意味で地元産のテキスタイルを産業として育てようといった試みです。大企業に頼るだ
けでなく、中小企業が独自に商売（ブランド化）できるきっかけを作りたいといった声に応えるべく、活動しています。
一方で石川県には伝統工芸として加賀友禅があります。こちらは加賀友禅組合と石川県（の産業支援課）と協力し、加賀友禅という伝統文化に草木染めを取り込んでSDGsに資するもの
に変えて行こうといった流れを作るべく、活動を開始しています。

さらに現在はヨーロッパで天然染料の重要性が見直され始めており、有名なラグジュアリーブランドも草木染め技術の開発に取り組み始めました。そこと情報交換をしつつ、草木染
めがより社会に受け入れられやすい商品戦略を練っています。

幾つかの機関から、本技術は出資を受けて大々的に事業化を進めるべきとご助言を受けており、現在は出資してくれる方を探している段階です。



大阪・関西万博への参加に関する意向 89

（５）大阪・関西万博には、さまざまな参加形態がございます。以下に、ご関心のある参加形態はありますでしょうか。（いくつでも選択可能です。）

未来社会ショーケース事業出展
万博会場を未来社会のショーケースに見立て、先進的な技術やシステムを取り入れ未来社会の一端を実現することを目指す事業です。事業は下記の分野ごとに分
かれています。
・「グリーン万博」 ・「フューチャーライフ万博」 ・「スマートモビリティ万博」 ・「アート万博」 ・「デジタル万博」 ・「バーチャル万博」

各事業の内容紹介ページ https://www.expo2025.or.jp/sponsorship/

8

テーマ事業協賛
各界のトップランナーでもあるテーマ事業プロデューサー8人が、個性や創造力を遺憾なく発揮し、個々の担当テーマを「シグネチャーパビリオン」で表現します。
テーマ事業は、大阪・関西万博を象徴・代表するプロジェクトです。
・「いのちを知る」 福岡 伸一（生物学者、青山学院大学教授）
・「いのちを育む」 河森 正治（アニメーション監督、メカニックデザイナー）
・「いのちを守る」 河瀨 直美（映画監督）
・「いのちをつむぐ」 小山 薫堂（放送作家、脚本家）
・「いのちを拡げる」 石黒 浩（大阪大学教授、ATR石黒浩特別研究所客員所長）
・「いのちを高める」 中島 さち子（音楽家、数学研究者、STEAM教育家）
・「いのちを磨く」 落合 陽一（メディアアーティスト）
・「いのちを響き合わせる」 宮田 裕章（慶応義塾大学教授）

プロデューサー紹介ページ https://www.expo2025.or.jp/overview/producer/#theme

3

会場整備参加・運営参加
会場整備・運営に必要な施設・物品、サービスを提供いただくことにより、すべての来場者が快適に過ごせる会場になるよう貢献いただく事業です。 1

「TEAM EXPO 2025」プログラム参加
会期前より、2025年に向けて、多様な参加者が主体となり、理想としたい未来社会を共に創り上げることを目指すプログラムです。 4

催事参加
万博のテーマを強力に発信するとともに、日本文化の発信・世界の文化体験機会を創出し、多くの方々が楽しんで頂ける催事を目指します。
催事に参加頂く（資金・施設・役務提供、物品提供・貸与、主催者催事、参加催事）ことで、自社のイメージアップや、来場者や参加国等に技術をアピール、新
たな顧客開拓を期待でき、世界に向けたビジネスチャンスにつながります。

6

営業参加
万博会場内のレストラン等の飲食施設出店や、土産物等の物販施設出店等の形態での営業参加募集を検討しています。 1

万博応援参加
広報・プロモーション、指定寄附など、幅広い観点で万博を応援する形でご参加いただけます。 1

特にない 3



§7：調査結果の総括



SDGsをめぐる動向

• コロナ禍は、SDGsへの取り組みを総じて後退させており、健康、貧困、雇用に加え、環境の指標にもネガ
ティブな影響を及ぼしている。特に、脆弱な立場にある人々への悪影響が大きい。一方、コロナ禍に対応
するための投資を、SDGの改善にも活用できる可能性があるとの指摘もある。

• 2021年までの進捗報告では、多くの目標をめぐる状況が難しくなっていることが明らかになった。状況が
改善しているのは、エネルギーへのアクセスやジェンダーに関連する一部の目標に限られている。

• ドバイ万博では、ミラノ万博の時ほどSDGsが前面に出た企画とはなっていないが、Global Goals Week（グ
ローバル目標週間）の一環で、SDGsに関する啓発活動が実施されており、国連としてのSDGsへのコミット
メントが示されている。

• 気候変動が、その影響の大きさと広さによって、やや特別な位置を占めるに至っているが、それだけに、
社会・経済的な公正さ（に目を向けること）の重要性も指摘されている。

• サーキュラー・エコノミー（循環経済）の動きが、「地下資源を使わず、再生可能な地上資源のみで世界
を回す」という踏み込んだアプローチで、西欧を中心に進みつつある。

• SDGsの実現に向けた動きには、地方政府、大学、企業といった主体も参画している。国の政府とは異なる
スピード感を発揮する可能性をはらむボトムアップの動きは、2025年に向けた文脈として重要である。

• 国家間関係においては、競争よりも協力を、という方向性が重要なものとしてあげられ、SDGsの目標17の
意義は、その意味でもあらためて認識されるべきである。
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SDGs + beyondのあり方

• 「+beyond」については、グローバル・コンパクト・ネットワーク・ジャパン内で議論の必要性が指摘さ
れた程度で、総じて検討は進んでいない。

• SDGsは最低限を示すものであり、達成しても、その先に向かうことが各国に期待されている。そのことを
表現する言葉として、「+beyond」は国連関係者にも支持されている。

• 「+beyond」は、SDGsの先に、経済の脱炭素化をはじめとする、より高いハードルがあるという意味で、
正しいコンセプトだと有識者に評価されている。

• SDGsは、参画する主体にとって、まずは自組織における取り組みとして捉えられやすいが、それを超えた
社会全体の仕組みの構築まで視野に入れることを「+beyond」として位置付けるというアイデアもある。

• 過去に成功したワークショップからの着想で、「SDGsの17の目標に、さらに目標を加えるなら？」という
問いとして、NGOを含む多様な主体に考えさせることも提案されている。

• “トランスフォーメーション（転換）”を目指すSDGsの本旨に鑑み、人間と自然の関係をどのように捉える
かという哲学的なレベルでの見直しが、ポストSDGsにおいて求められるとの指摘もある。

• 「+beyond」について語ることは、2030年までの目標を諦めたという受け取られ方をされてしまう恐れが
付きまとうため、慎重にすべきである。しかし同時に、大阪・関西万博が開催される2025年を境として、
その機運が高まってくることも予想されている。
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日本における取り組みの状況

• SDGsに資する有望な取り組みは、本調査が対象としている各領域において、数多くあげることができる。
特に、気候変動・エネルギーあるいは環境保全に関連する事例が比較的豊富である。

• しかし、国単位では、日本におけるSDGsの進捗はあったとは言いにくい。SDSN（Sustainable Development 
Solutions Network）のレポートにおける評価は必ずしも高くない。予算がコロナ対応に取られていて身動き
が取れていない印象もある。

• そもそもSDGsに関する国家目標が設定されていないことも問題視されている。これから定めることには、
時期的に疑問符が提示されている。

• 日本政府が、地方創生や女性活躍といったように、自らが当初から重視していたテーマに取り組む上で
SDGsを活用したことには、上手に対応したとの評価が与えられている。

• 企業単位で見ると、一定の進展はある。社会動向に敏感な会社は、以前からSDGsを活動に取り込んでおり、
そうでない会社も、現在はSDGsに言及するようになっている。

• SDGsは、流行語大賞に入るほど市井に普及したが、それだけに2025年まで勢いを維持することには課題も
小さくない。

• SDGsへの取り組みには焦点が必要で、最重要な目標を絞り込むべきだと指摘されている。日本の強みは、
ステークホルダー文化に根差した「協力」の姿勢にあり、目標17に焦点を置くのは自然だとされている。
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大阪・関西万博への期待

• 日本が客観的に誇れる点を考慮し、普遍性のあるグッドプラクティスとして「清潔で安全な社会」を訴求
する万博にすることが提案されている。テクノロジー＋αの内容とすべきだとされている。

• 「先端」という日本のイメージを活かして、ロボットが活躍する、来場者にとっても利便性の高い万博と
することも提案されている。機械と一体化した未来の社会の姿を描ければ、万博のあるべき姿を体現する
ことにもなる。

• 日本はデザインの国でもあるとの認識から、デザインを軸として万博を企画することも提案されている。
食べ物・食文化をはじめ、素材、エネルギー、消費財といった領域での強みを活かせる可能性がある。

• 国連関係者は、ドバイ万博の日本館を踏まえ、日本のイメージとしてイノベーション、独創性をあげる。
“アイデアの連結”という考えに共感し、これが大阪のあるべき姿ではないかとコメントしている。

• 大阪には、起業家精神、社会的企業、リスクを冒す姿勢、開かれた姿勢といったイメージが抱かれている。
国の政府機関がない場所性や、ノンステート・アクターとしての特性を活かすことが提案されている。

• 2025年には、気候、生物多様性、食料といった地球環境課題をめぐるシステム的な変化が必要になると予
想され、「違う未来」を見せることができるかが問われる。エネルギーミックスのような巨視的な視点と
ともに、個々人のカーボンフットプリントやライフスタイルのようなミクロの視点にも可能性が大きい。

• 会場の施設に関する環境保全にも注目が寄せられている。計画段階で、どのような建物を作るのか、その
ライフサイクルをどうするのか、ストーリーや方針を策定するべきだと指摘されている。
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国連との連携企画業務
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